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	主題名
	ふるさとのほこり
	内容項目
	C 伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度

	教材名
	ふるさとのほこり　広島カープ
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	広島の人たちの広島カープへの思いを学習することを通して，郷土にある自分たちが大切にしたいものについて考えを広げ，それがなぜ大切なのかを考えるため。

	ねらい
	わが国や郷土の伝統や文化を守り，受け継いでいこうとする。
【理解，判断力】わが国や郷土の伝統や文化は，先人の思いや努力によって守られていることが分かる。
【心情】郷土の誇りとなっているものに対する先人たちの努力や思いに共感する。
【実践意欲と態度】郷土の誇りとなるものを見つけ，自分との関わりを考え，国や郷土を大切にしようとする。

	学習指導過程
	・自分たちの地域の「自慢」について考える。
・「ふるさとのほこり　広島カープ」を読み，地域の誇りについて話し合う。
　★地域で大切にしているものが，地域の人たちによって守られていることが分かり，その思いに共感できたか。
・自分たちの地域にある大切にしたいものについて，その理由をまとめる。
　★地域で大切にされているものの理由を考え，大切にしようとする思いをもつことができたか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「ふるさとのほこり　広島カープ」を読んで，伝統と文化を尊重すること，国や郷土を愛することについて考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●社会科
・わが国の国土や産業についての学習の中で，わが国や郷土の歴史や発展に貢献した人物などについて考えたり，調べたりすることを促す。
●総合的な学習の時間など・地域
・地域の行事などについて調べたり，その行事を支えたり，守ったりしている人に話を聞いたりして，学習してきたことをまとめさせる。
・身近な地域の行事や活動に参加し，そのことについてまとめ，発表し合わせる。
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